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＜資料１―１＞  
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＜資料１－２＞ 
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＜資料２＞  

平成２４年度 ふれあい教室学習会 振り返りシート 

 

１ 本日の研修会の内容等について（該当するものにまる○をつけてください） 

(1) 理解しやすい内容でしたか？  

（ ＹＥＳ  どちらかといえばＹＥＳ  どちらかといえばＮＯ  ＮＯ ） 

(2) 教職員として，今後の職務・実践に活かせる内容でしたか？ 

（ ＹＥＳ  どちらかといえばＹＥＳ  どちらかといえばＮＯ  ＮＯ ） 

 

２ 本日の研修会について、意見・感想等をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

３ 2 学期からの実践に生かしたいと思ったことがありましたら、ご記入ください。 

 

 

 

３ 2 学期からの実践に生かしたいと思ったことがありましたら、ご記入ください。 

４ 2 学期以降のフォローアップを希望しますか。 

（ ＹＥＳ  どちらかといえばＹＥＳ  どちらかといえばＮＯ  ＮＯ ） 

 

☆2 学期末にアンケートを送りますので、ご協力をお願いします☆ 

期 日    月   日（   ）
経験年数

（延べ）
       年 ＜講師経験も含む＞ 

所 属          名  前  

「不登校支援に関するアンケート（中学校）」の提出 YES      NO 

本日の研修会に参加した目的 
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＜資料３＞ 

平成２４年度 ふれあい教室学習会 振り返りシート（冬） 

２学期を振り返って 

（１） ふれあい教室の学習会に参加して，不登校支援や対策に取り組む意識に変化はありましたか。 

（ ＹＥＳ ・ どちらかといえばＹＥＳ ・ どちらかといえばＮＯ ・ ＮＯ ） 

（２）実際に取り組んだ支援方法や対策方法はありますか。  

（ ＹＥＳ ・ どちらかといえばＹＥＳ ・ どちらかといえばＮＯ ・ ＮＯ ） 

   ⇒どのようなことに取り組みましたか。実践した内容をご記入ください。 

 

 

 

 

(３) 不登校支援や対策をする中で，困ったことなどはありますか。 

（ ＹＥＳ ・ どちらかといえばＹＥＳ ・ どちらかといえばＮＯ ・ ＮＯ ） 

⇒どんなことに困りましたか。具体的に困ったことをご記入ください。 

 

 

 

 

（４）今後，不登校支援に関する研修会や学習会があれば参加しようと思いますか。 

（ ＹＥＳ ・ どちらかといえばＹＥＳ ・ どちらかといえばＮＯ ・ ＮＯ ） 

    ⇒参加するなら，どんなことを学びたいですか。 

 

 

 

  

（５）日頃児童生徒と関わる中で感じていることやご意見ご質問等ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

☆大変お忙しい時期に，振り返りシートにご協力いただき， 

ありがとうございました 

 

所 属          名  前  
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＜資料４―１＞ 学習会資料（一部省略） 

１                       ２ 

不登校児童生徒への支援について

四日市市適応指導教室

  

☆近年の不登校児童生徒の実態

 
 
３                       ４ 

今日の学習会の内容

  

演習① 考えてみましょう！！

＜例１＞

インフルエンザの後

欠席が続いている

＜例２＞

いろいろな仕事を

頼まれやすい

＜例３＞

グループをつくる時

はいつも1人になる

大きな

それぞれの生徒に

ついて考えて

みましょう。

どんな悩みを抱えて

いると思いますか？

     
 
５                    ６ 

演習① どんなことが考えられましたか？

例１

インフルエンザの後

欠席が続いている

例２

いろいろな仕事を

頼まれやすい

例３

グループをつくる時

はいつも1人になる

例えば・・・・

・休みが長引き，行きづら
く，休んでいた間の学習に
不安がある。

・嫌でも断ることができな
い。仕事をおしつけられて
困っている。

・特定の仲のいい友達がい
ない。自分から声をかけて
入っていくことができない。

  

１ 不登校の前兆！？
～他にも気をつけてほしい生徒が～

 
 
７                    ８ 

１ 不登校の前兆！？
～他にも気をつけてほしい生徒が～

  

１ 不登校の前兆！？
～他にも気をつけてほしい生徒が～

見
極
め
が

必
要
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＜資料４―２＞ 

９                    10 

こんな事例もありました

＜Ａさん＞

・小学校の時，大変おとなしい子でした。

特定の友達はいませんでしたが，

周りの子とトラブルがあったり，

仲間はずしにされる

ということありませんでした。

中学校の途中から，学校に行きづらくなり

不登校になってしまいました。

  

このような様子が見られる子たちは・・・
（小澤２００３）

日常生活を送るのが

苦しくなる時期

＜様子＞元気がなくなり

表情が暗くなる

前
兆
期

どのような支援が必要？

 
 
11                       12 

不登校の前兆期の支援例
（小澤 ２００３）

≪ポイント≫

1人で悩む孤立状態にしない

そのために・・・

変調に気づき，

軽い声かけを大切にする

  

☆欠席はじめ３日間の対応がカギ
～気になる子はもちろん、普段元気な子の場合でも

～

 
  
13                       14 

☆小中の情報共有の大切さ
～気になる子に早く気づくために～

特
に
小
４
～
小
６

は
注
意

  

２不登校の経過と段階

 
 
15                       16 

不登校の経過と段階・・・・初期

頭痛や腹痛などの

身体症状がでる時期

＜様子＞遅刻や欠席が増える

学習意欲の低下

初
期
（不
安
定
期
）

   

不登校の初期の支援例

≪ポイント≫

心身ともに安定させる

非難や攻撃をせず，

休息と安静を心がける
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＜資料４―３＞ 

17                       18 

不登校の経過と段階・・・・中期

精神的に安定し，

日常生活が回復

＜様子＞学校のことさえ

言わなければ穏やかに

暮らせる

中
期
（安
定
期
）

   

不登校の中期の支援例

≪ポイント≫
エネルギーをためさせる

他の人とのかかわりや趣味
などを通してエネルギー蓄
え，成長をめざす

 
 
19                       20 

不登校の経過と段階・・・・後期

エネルギーがたまり，

活動性が高まる

＜様子＞進路や就職のことに

ついて考えられるようになる

後
期
（回
復
期
）

   

不登校の後期の支援例

≪ポイント≫

目的をもった活動が始まる。

現実的な考え方や行動に対して

具体的な援助を行う

 
 
 
21                       22 

不登校の経過と段階・・・・社会復帰

学校に復帰・就職

ができる

＜様子＞卒業や進学などの節目

をきっかけにして動き出す

社
会
復
帰
（自
立
）

    

不登校の社会復帰の支援例

≪ポイント≫

学校や職場の受け入れ態勢
が大切

そのために・・・

進級・進学・就職を実現させ，

軌道に乗るまでサポートをする

 
  
23 24 

３実践されている効果的支援

    

実践されている効果的支援例 ①
～校内支援委員会（不登校を主対象とした会）～

 


